
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険中央会 

 
国民健康保険中央会の許可なく複製、改変を行うことはできません。

本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

また、本システムにより生じたいかなる損害についても本会では責任

を負いかねますのであらかじめご了解のうえ、システムをご使用くださ

い。 
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はじめに 

今回のレベルアップでは、サービス提供実績記録票における入力操作の改善及び重度訪問介護サービスにお

ける請求明細書の自動作成の対応を行っています。 

 

このマニュアルでは、簡易入力システム Ver2.5 をインストールする方法及び修正内容について説明します。 

なお、簡易入力システムのVer2.5 提供に伴う修正内容については、[P2 1. 修正内容]を参照してください。 

また、このマニュアルでは、簡易入力システム Ver2.4 がインストールされていることを前提に説明しています。 

 

登録商標について 

● Microsoft、Windows、Windows Vista、Internet Explorer は 

米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

● Adobe Reader、Adobe PDF ロゴは、Adobe Systems Incorporated(アドビ システムズ社)の商標です。 

● その他、本マニュアルに記載されている会社名、製品・サービス名は各社の登録商標、または商標です。 
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1. 修正内容 
今回のレベルアップに伴った修正内容について説明します。 

各機能の操作方法等の詳細については、[電子請求受付システム 操作マニュアル(簡易入力／障害福祉サ

ービス編)]を参照してください。 
 

№ 機能名 内容 
参照 

ページ

1 

メニュー 

簡易入力システム起動時にデータの様式をチェッ

クし、様式が古い場合、Ver2.5 用の新しい様式に

変換するよう修正しました。 

- 

明細を 1 件ずつ追加表示していく形式のサービス

提供実績記録入力画面において、明細のスクロー

ル位置を保持し、明細の表示位置が変わらないよう

修正しました。 

P13 2 
居宅介護サービス提供実績記録入力 

行動援護サービス提供実績記録入力 

重度訪問介護サービス提供実績記録

入力 

重度障害者等包括支援サービス提供 

実績記録入力 

明細を 1 件ずつ追加表示していく形式のサービス

提供実績記録入力画面において、明細表示部を

直接入力できるよう入力切替機能を追加しました。 

P14 

3 居宅介護サービス提供実績記録入力 

行動援護サービス提供実績記録入力 

重度訪問介護サービス提供実績記録

入力 

重度障害者等包括支援サービス提供 

実績記録入力 

児童デイサービス提供実績記録入力 

短期入所サービス提供実績記録入力 

生活介護サービス提供実績記録入力 

共同生活介護サービス提供実績記録

入力 

施設入所支援提供実績記録入力 

旧法施設支援(入所)提供実績記録 

入力 

旧法施設支援(通勤寮)提供実績記録 

入力 

旧法施設支援(通所)提供実績記録 

入力 

自立訓練(機能訓練)サービス提供実績

記録入力 

自立訓練(生活訓練)サービス提供実績

記録入力 

宿泊型自立訓練サービス提供実績 

記録入力 

就労移行支援提供実績記録入力 

就労継続支援提供実績記録入力 

共同生活援助サービス提供実績記録 

入力 

画面の解像度により画面の高さを自動的に広げ、

明細表示部の表示行が増えるよう修正しました。 

P17 

4 重度訪問介護サービス提供実績記録

入力 

請求明細書の自動作成機能を追加しました。 P18 

5 

請求情報作成 

請求情報作成時にサービス提供実績記録票に対

応する請求明細書の登録状態が[自動作成]である

場合の点検を追加しました。 

P18 



簡易入力システム Ver2.5のダウンロード方法2.  

3 

2. 簡易入力システム Ver2.5 のダウンロード方法 
簡易入力システム Ver2.5 のダウンロードの操作方法について説明します。 

電子請求受付システムの【ダウンロード】画面より、[簡易入力システム(障害福祉サービス) Ver2.5.0]をダウン

ロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロードの操作方法については、[電子請求受付システム 導入マニュアル（事業所編） 第 2.4版 3.3.1. 

ソフトウェアのダウンロード]を参照してください。 
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3. 簡易入力システムVer2.5 のインストール方法 
簡易入力システム Ver2.5 のインストールの操作方法について説明します。 

 

 

 

 
 

 

1. [P3 2. 簡易入力システムVer2.5 のダウンロ

ード方法]でダウンロード(ここではデスクトップ)

した[簡易入力システム(障害福祉サービ

ス)_2_5_0]をダブルクリックします。 

 

※ファイル名に表示されている[2_5_0]は、バ

ージョンを表します。 

 

 【セキュリティの警告】画面について 

 
ダブルクリックした時に【セキュリティの警告

画面が表示された場合は、

】

 

 

簡易入力システムVer2.5 のインストールにより、今まで入力したデータが消えることはありません。 

【注意事項】 

 
 をクリッ

クします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 【ユーザーアカウント制御】画面が表示される

ので  をクリックします。 

 

※【ユーザーアカウント制御】画面が表示され

ない場合は、[手順 3.]に進んでください。 

Windows 7 の場合は、  をクリックし

ます。 
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3. 【簡易入力システム（障害福祉サービス）用の

InstallShield ウィザードを続行しています】画

面が表示されるので  をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
4. インストールの進行状況が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5. 【InstallShield ウィザードを完了しました】画面

が表示されるので  をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
6. 【メッセージ】画面が表示され、簡易入力シス

テムVer2.5 が正常にインストールされたことが

確認できます。 

 をクリックします。 
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インストールが正常に完了しましたら、ダウンロードしたファイルは削除しても問題ありませ

ん。 

ダウンロードしたファイルについて 

 

 

 

 

 

 

 
単位数表標準マスタについては、簡易入力システム Ver2.5 をインストールする際に最新

の単位数表標準マスタがインストールされるため、新たに取り込む必要はありません。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位数表標準マスタについて 
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4. 動作確認方法 

4.1.  簡易入力システムの起動 
簡易入力システム Ver2.5 のインストール後、初めて簡易入力システムを起動する場合は、データを

Ver2.5 の様式に変換します。 

 

1. デスクトップにある《障害福祉サービス 簡易入

力 V2》ショートカットをダブルクリックします。 

 

 

 

 

2. 簡易入力システム Ver2.5 のデータが、新しい

バージョンの様式であるかどうかをチェックしま

す。 

 

 

3. データが Ver2.4 以前の様式の場合は、【バッ

クアップの確認】画面が表示されます。 

 をクリックした場合は、現在のデータを

保存します。 

 をクリックした場合は、現在のデータを

保存しません。 

 

※システム固定のフォルダ以外にはバックアッ

プできません。 

 

4. データが Ver2.4 以前の様式の場合は、変換

処理を実行します。処理状況が【データコンバ

ート】画面に表示されます。なお、既に登録さ

れているデータが削除されることはありませ

ん。 

 

※変換処理は、簡易入力システム Ver2.5 のイ

ンストール後、初めて簡易入力システムを起

動する場合のみ実行されます。2回目以降の

起動時には、手順 3・4 は実行されません。 

 

5. 変換処理終了後、【事業所選択】画面が表示

されます。 
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4.2.  バージョン情報の確認 
簡易入力システムのバージョン情報及び各機能のバージョン情報を確認します。 

バージョンの確認については、以下(1)～(3)の方法で確認できます。 

 
（1） 各画面でバージョンを確認する 

簡易入力システムのバージョン確認は、各画面の《ステータスバー部》の右端に常時表示されます。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 【バージョン情報】画面でバージョンを確認する 

1. 各画面の《メニューバー部》の《バージョン(V)》より、《バージョン情報(A)》をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 【バージョン情報】画面が表示されます。 

本レベルアップ作業により、[障害福祉サービス 電子請求受付システム（簡易入力）]のバージョンが、

[Version:2.5.0]になっていることを確認します。また、各機能のバージョンを確認する場合は、

 をクリックします。 
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3. 各機能のバージョン情報が一覧表示されるので、確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  をクリックすると、各機能のバージョン情報が非表示になります。 

 

※今回のレベルアップにより、変更した機能のみ《バージョン》欄に[2.5.0]と表示されます。その他の

機能の《バージョン》欄は、[2.0.0]から[2.4.0]と表示されます。 

今回変更対象の画面については、[P10 バージョン情報表示項目]を参照してください。 

 

4.  をクリックすると、【バージョン情報】画面を終了します。 
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[バージョン情報表示項目] 

※ 今回変更対象の画面のみ以下に掲載しています。 

画面名 バージョン 

メニュー 2.5.0 

請求情報作成 2.5.0 

居宅介護サービス提供実績記録入力 2.5.0 

行動援護サービス提供実績記録入力 2.5.0 

重度訪問介護サービス提供実績記録入力 2.5.0 

重度障害者等包括支援サービス提供実績記録入力 2.5.0 

児童デイサービス提供実績記録入力 2.5.0 

短期入所サービス提供実績記録入力 2.5.0 

生活介護サービス提供実績記録入力 2.5.0 

共同生活介護サービス提供実績記録入力 2.5.0 

施設入所支援提供実績記録入力 2.5.0 

旧法施設支援(入所)提供実績記録入力 2.5.0 

旧法施設支援(通勤寮)提供実績記録入力 2.5.0 

旧法施設支援(通所)提供実績記録入力 2.5.0 

自立訓練(機能訓練)サービス提供実績記録入力 2.5.0 

自立訓練(生活訓練)サービス提供実績記録入力 2.5.0 

宿泊型自立訓練サービス提供実績記録入力 2.5.0 

就労移行支援提供実績記録入力 2.5.0 

就労継続支援提供実績記録入力 2.5.0 

共同生活援助サービス提供実績記録入力 2.5.0 
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（3） スタートメニューからバージョンを確認する 
 

1.  をクリックし、《すべてのプログラム》をクリッ

クします。 

 

 

 
Windows 2000/XP の場合は、  

をクリックし、《すべてのプログラム(P)》→

《自立支援》→《バージョン情報》をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 表示されたプログラムの一覧から、《自立支

援》→《バージョン情報》をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 動作確認方法 

3. 【電子請求受付システム バージョン情報】画面が表示され、各システムのバージョンが表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※パソコンにインストールされている電子請求受付システム関連のソフトウェアのみ、ソフトウェア

名とバージョンが表示されます。 

 

 

4.  をクリックし、【電子請求受付システム バージョン情報】画面を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12 
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5. サービス提供実績記録票の入力操作の改善について 
簡易入力システムのサービス提供実績記録入力画面における入力操作の改善について、説明します。 

 

5.1.  明細のスクロール位置の保持 
明細を 1件ずつ追加表示していく形式のサービス提供実績記録入力画面において、  、  、

 のいずれかをクリックした後も明細のスクロール位置を保持し、明細の表示位置が変わらないよう

にします。 

 

【居宅介護サービス提供実績記録入力】画面の場合 

明細の更新前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
明細の更新後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクロール位置を保持すること

により、明細変更前後で、明細

の表示位置が変わらないように

します。 

各ボタンをクリックします。 



5. サービス提供実績記録票の入力操作の改善について 

14 

5.2.  入力切替機能 
明細を 1件ずつ追加表示していく形式のサービス提供実績記録入力画面において、入力切替機能を

追加し、明細表示部を直接入力できるようにします。 

 
[入力切替]ボタンをクリックすることで、明細直接入力の状態を[ＯＦＦ]、または[ＯＮ]に切り替えます。 

 

 

 

 

入力切替機能を追加した画面は、以下の通りです。 

・【居宅介護サービス提供実績記録入力】画面 

・【行動援護サービス提供実績記録入力】画面 

・【重度訪問介護サービス提供実績記録入力】画面 

・【重度障害者等包括支援サービス提供実績記録入力】画面 

 

なお、入力切替機能の操作方法等の詳細については、[電子請求受付システム 操作マニュアル(簡

易入力／障害福祉サービス編) 1.4. 共通操作方法 ⑬入力切替機能について]を参照してください。 

 

（1） 明細直接入力の状態が[ＯＦＦ]の場合 

Ver.2.4.0 以前と同様、  、  、  により明細表示部の入力操作を行います。 

 
【居宅介護サービス提供実績記録入力】画面の場合 

 

②  、  、  

により明細表示部を編集し

ます。 

明細直接入力の状態が[ＯＦＦ] 

③明細表示部に 

①実績情報を入力します。 

反映されます。 
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（2） 明細直接入力の状態が[ＯＮ]の場合 

明細表示部を直接入力することができます。 

なお、明細直接入力の状態が[ＯＮ]の場合、  、  、  による明細表示部の入力

操作は行えません。 

 

【居宅介護サービス提供実績記録入力】画面の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 機能名 機能の詳細 

① 行追加 選択した行の上に空白行を追加します。 

複数行を選択した場合、選択行数分だけ空白行を追加します。 

ただし、連続しない行を選択した場合、行追加できません。 

右クリックメニューの[行追加]でも行追加ができます。 

② 行削除 選択した行を削除します。 

複数行を選択（連続しない行を選択した場合も含む）した場合、選択行数分だけ

行を削除します。 

右クリックメニューの[行削除]でも行削除ができます。 

③ 行コピー 選択した行をコピーします。 

複数行を選択した場合、選択行数分だけ行をコピーします。 

ただし、連続しない行を選択した場合、行コピーできません。 

右クリックメニューの[行コピー]でも行コピーができます。 

④ 行貼り付け コピーした行を、選択した行の上に追加します。 

右クリックメニューの[行貼り付け]でも行貼り付けができます。 

⑤ 項目コピー 選択した項目をコピーします。連続しない項目は選択できません。 

（カレンダー形式のサービス提供実績記録入力画面の[コピー]機能と同様で

す。） 

[Ctrl]＋[C]キー、または右クリックメニューの[項目コピー]でも項目コピーができま

す。 

   

   

  

 

 

明細表示部を直接入力できるように

なります。 

明細表示部に表示されている内容に

ついて、コピー・貼り付け等が行える

ようになります。 
明細直接入力の

状態が[ＯＮ] 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ 



5. サービス提供実績記録票の入力操作の改善について 

16 

No 機能名 機能の詳細 

⑥ 項目貼り 

付け 

コピーした項目を、選択した項目に貼り付けます。コピー元と異なる列へは貼り付

けできません。 

（カレンダー形式のサービス提供実績記録入力画面の[貼り付け]機能と同様で

す。） 

[Ctrl]＋[V]キー、または右クリックメニューの[項目貼り付け]でも項目貼り付けが

できます。 

⑦ 新規入力行 明細表示部の最終行に、新規で入力するための行を表示します。 

 

 

 

 

 
明細直接入力の状態が[ＯＮ]の時に、  をクリックした場合、入力した明細情報の内容は

チェックされず、一時保存で登録され、登録状態は[直接入力中]となります。 

[直接入力中]の情報を照会した場合、明細直接入力の状態が[ＯＮ]として表示されます。 

正常登録するためには、明細直接入力の状態を[ＯＦＦ]にして登録する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直接入力時の登録について 



5. サービス提供実績記録票の入力操作の改善について 

5.3.  画面の高さの自動変更 
画面の解像度により、簡易入力システムにおけるすべてのサービス提供実績記録入力画面の高さを

自動的に変更し、明細表示部の表示行を増やします。 

 

【居宅介護サービス提供実績記録入力】画面の場合 

変更前(Ver2.4.0 以前の場合) 

17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更後(Ver2.5.0 の場合) 

画面解像度の大きさにあわせて、簡易入力システム

のサービス提供実績記録入力画面の高さを変更し

ます。 

※解像度が大きい程、表示行が多くなります。 
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6. 重度訪問介護サービスにおける請求明細書の自動作成について 
重度訪問介護サービスについては、サービス提供実績記録票から請求明細書を作成する際に、時間帯毎

にサービスの提供回数を別途、集計する必要があります。 

事業所における作業の効率化を図るため、基本情報及びサービス提供実績記録票から請求明細書を自動

作成できる機能を追加します。 

なお、各機能の操作方法等の詳細については、[電子請求受付システム 操作マニュアル(簡易入力／障害

福祉サービス編) 3.5. 請求明細書の自動作成について]を参照してください。 

 

6.1.  請求明細書の自動作成 
簡易入力システムにて重度訪問介護サービスの請求明細書を自動作成するにあたり、サービス提供実

績記録票を入力してから請求明細書を登録するまでの流れについて、説明します。 

 

 

 

【基本情報入力内容確認】画面において、請求明細書の自動作成を行うにあたって、必要な基本情報の

登録内容を確認します。 

登録内容にエラーがある場合、【基本情報入力】画面で修正します。 

②基本情報入力内容の確認 

 

 

【重度訪問介護サービス提供実績記録入力】画面において、サービスの提供内容を入力します。 

①サービス提供実績記録票の入力  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【重度訪問介護サービス提供実績記録入力】画面において、サービス提供実績記録票を登録します。 

入力内容が正常な場合、サービス提供実績記録票が登録されます。 

入力内容にエラーがある場合、サービス提供実績記録票が一時保存されます。 

  

 ③サービス提供実績記録票の登録 

 

 

 

 

 

 
 

 

③でサービス提供実績記録票が正常登録された場合、【請求明細書自動作成確認】画面が表示されま

す。 

請求明細書（明細情報）の内容を確認し、請求明細書の自動作成を行います。 

※一部の加算サービスの請求については、算定が可能な場合、入力を行います。 

 ④請求明細書自動作成内容の確認 

 

 

 

 

 

 

 

【請求明細書入力】画面において、④で自動作成した請求明細書の情報を基に、必要な情報を追加し、請

求明細書を登録します。 

※【請求明細書自動作成確認】画面で自動作成した請求明細書は、【請求明細書入力】画面で登録した

後、請求情報として作成することができます。登録していない場合、自動作成した請求明細書を除いて

請求情報を作成します。 

 

 
⑤請求明細書の登録 
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① 【重度訪問介護サービス提供実績記録入力】画面で、サービス提供実績記録票の入力を行います。 

 をクリックすると、【基本情報入力内容確認】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
② 【基本情報入力内容確認】画面でサービス提供実績記録票の入力内容及び基本情報の登録内容を確

認します。 

基本情報の登録内容にエラーがある場合は、エラーの内容が表示されますので、【基本情報入力】画面

にて該当箇所を修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本情報の登録内容にエラーがある場合は、該当箇所の

背景色が赤色で表示され、エラーの内容が表示されます。 
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③ 【重度訪問介護サービス提供実績記録入力】画面で、サービス提供実績記録票の登録を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重度訪問介護サービスにおける請求明細書の自動作成に関連して、重度訪問介護サービスのサービス

提供実績記録票の入力内容、支給決定情報との点検及び提供分数の入力内容の点検を新たに追加し

ます。 

No 
点検 

タイミング 
点検内容 エラーメッセージ 

点検１ ［明細追加］ 

ボタン 

［明細修正］ 

ボタン 

［明細直接入 

提供年月が平成 21 年 4 月以降の

場合、かつ開始時間から終了時間

の所要時間が 40 分以上の場合、

提供分数が所要時間を超えていな

いこと 

提供時間数（分数）が不正です。開

始時間～終了時間の所要時間を超

えた値を入力することはできませ

ん。 

点検 2 力ＯＦＦ］ボタ

ン 

クリック時 

提供年月が平成 21 年 4 月以降の

場合、かつ開始時間から終了時間

の所要時間が 40 分未満の場合、

提供分数が 60 分を超えていないこ

と 

提供時間数（分数）が不正です。開

始時間～終了時間の所要時間が

40 分未満の場合に、60 分を超えた

値を入力することはできません。 

点検 3 ［登録］ボタン 

クリック時 

重度訪問介護の支給決定期間内

であること 

○○日の支給決定情報が登録され

ていません。 

点検 4  算定時間数(移動)が入力された提

供年月日が、移動介護加算の支給

決定期間内であること 

○○日の支給決定情報が登録され

ていません。 

点検 5  提供年月が平成 21 年 4 月以降の

場合、かつ同一提供通番の提供分

数の合計が 60 分を超える場合、提

供分数が所要時間を超えていない

こと 

○○日の提供時間数（分数）が不正

です。開始時間～終了時間の所要

時間を超えた値を入力することはで

きません。 

 

 

点検 4 

点検 5

点検 2
点検 3

点検 1
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また、《回数》欄、《派遣人数》欄について、従来の点検方法を見直し、以下の内容で《回数》欄及び《派

遣人数》欄の点検を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
点検 1 

 点検 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 
点検 

タイミング 
点検内容 エラーメッセージ 

点検１ ［登録］ボタン 

クリック時 

○○日の入力に誤りがあります。回

数は 1回と入力してください。 

  

同一日に時間帯が重複するサービ

スが存在する場合、《回数》欄が 1

回、2 回と設定されていること ○○日の入力に誤りがあります。回

数は 2回と入力してください。 

点検 2  同一日に時間帯が重複するサービ

スが存在する場合、時間帯が重複

しないサービスにも《回数》欄が設

定されていること 

○○日の入力に誤りがあります。回

数を入力してください。 

点検 3  同一日に時間帯が重複するサービ

スが存在しない場合、《回数》欄が

設定されていないこと 

○○日の時間帯が重複していない

サービスに、回数が設定されていま

す。 

（※1） 

点検 4  同一日に時間帯が重複するサービ

スが存在しない場合、《派遣人数》

欄が異なっていないこと 

○○日の入力に誤りがあります。2

人派遣のサービスは回数を 1 回、2

回に分けて入力してください。 

点検 5  同一日に時間帯が重複するサービ

スが存在する場合、派遣人数の合

計が 2人を超えていないこと 

○○日の入力に誤りがあります。時

間帯が重複していて、派遣人数が 2

人を超えています。 

点検 6  同一日に時間帯が重複するサービ

スが存在しない場合、《回数》欄が

すべて 2回と設定されていないこと

○○日のサービスが 2 人目のみの

サービス提供となっています。 

（※1） 

 

※1 警告メッセージが表示されますが、正常登録することができます。 

点検 2 

点検 3 

点検 4 

点検 6 
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④ サービス提供実績記録票を登録後、【請求明細書自動作成確認】画面が表示されます。 

自動作成される請求明細書の内容が表示されます。 

※一部の加算のサービスについては、自動で作成できないため、入力が必要となります。 

 をクリックして、請求明細書を自動作成します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
重度訪問介護サービスにおける自動作成される加算のサービスと、算定可能な加算のサービスについ

ては、以下の通りです。 

No 作成区分 加算名 算定の方法 

１ 自動作成 移動介護加算 実績記録票で移動介護の算定時間数が登録

されている場合、自動作成されるサービス部に

表示されます。 

2  特定事業所加算 事業所情報(明細)で《特定事業所加算区分》

欄が［Ⅰ］から［Ⅲ］で登録されており、提供年

月が有効期間内である場合、自動作成される

サービス部に表示されます。 

3  特別地域加算 支給決定情報で、特別地域加算の決定サービ

スコードが登録されており、提供年月が有効期

間内である場合、自動作成されるサービス部

に表示されます。 

4 入力 利用者負担上限額管理

加算 

受給者情報(詳細)の利用者負担上限額管理

が登録されており、提供年月が有効期間内で

ある場合、加算のサービス部に表示されます。

 

※受給者情報(詳細)の利用者負担上限月額
が 0円で登録されている場合は、加算のサ

ービス部に表示されません。 

5  初回加算 《開始年月日》欄の年月と提供年月が同月の

場合、加算のサービス部に表示されます。 

6  緊急時対応加算 加算のサービス部に常に表示されます。 

 

請求明細書の日数情報に登録する開始

年月日と終了年月日を入力します。 

算定可能な加算のサービスを表示します。 

《回数》欄を入力することで、加算の請求を行うことができます。 

また、《摘要》欄を入力することができます。 

サービス提供実績記録票の入力内容から

自動で作成されるサービスを表示します。 

《摘要》欄のみ入力することができます。
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【請求明細書自動作成確認】画面の加算のサービス部に表示される算定可能な加算のサー

ビスコードは、《回数》欄を入力していない場合、請求明細書に反映されません。 

 

 

 
⑤ 【メインメニュー】画面で  をクリックし、【請求明細書入力】画面を表示します。 

【請求明細書入力】画面にて表示される【情報照会】画面において、《登録状態》欄が[自動作成]の情報

を照会します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加算のサービスの請求明細書について 
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⑥ 照会した情報について必要な情報を追加し、請求明細書を登録します。 

なお、登録しないと請求明細書は請求情報として作成されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

自動作成された請求明細書は、登録状態が[自動作成]で登録されます。登録状態が[自

動作成]の場合、請求情報の作成を行うことはできません。 

そのため自動作成された請求明細書は、【請求明細書入力】画面において、入力内容を

確認後、登録を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

請求明細書の自動作成後の確認と登録について 
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【請求情報作成】画面では、登録状態が[自動作成]の請求明細書は請求情報の作成対

象にはなりません。このため、自動作成した請求明細書を登録していないことにより請求する

情報に漏れが発生しないよう、点検を行います。 

 

サービス提供実績記録票に対応する請求明細書の登録状態が[自動作成]の場合、警告

が表示されます。 

 
       【請求情報作成】画面 
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①各サービス提供実績記録票に対応する請求

明細書の登録状態が[自動作成]の場合、該

当のサービス提供実績記録票の請求情報の

行を黄緑色で表示します。 

②背景色が黄緑色の行をクリックした場合、 

警告内容をステータスバーに表示します。 

③登録状態が[自動作成]の請求明細書と対

応する請求情報を選択し、  をクリック

すると、【警告】画面が表示されます。 

 をクリックすると、[自動作成]の請求

情報を除いて請求情報を作成します。 

請求情報作成時の点検について 
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7. トラブルシューティング 
簡易入力システムVer2.5 を利用するにあたり問題が発生した場合は、このトラブルシューティングから解決方

法を試してください。トラブルシューティングを試してみても解決しない場合は、電子請求受付システムにログイ

ンし、【FAQ】画面の内容を確認してください。それでも解決しない場合は、ヘルプデスクにお問い合わせくださ

い。問い合わせについては[P27 8. 問い合わせ]を参照してください。 

 

 

・・・簡易入力システム Ver2.5 にレベルアップ後、簡易入力システム Ver2.5 を

起動したが、変換処理が実行されない 

 

 
簡易入力システム Ver2.5 を起動した時に変換処理が実行されない場合は、既にデ

ータが最新の様式に変換されています。この場合は、変換処理が実行されませんので、

そのまま利用してください。 

・・・ 

 

 

 

 

・・・過去の簡易入力システムのバージョンでバックアップしたデータを簡易入

力システム Ver2.5 でリストアしたい 

 

 
過去のバージョンの簡易入力システム（Ver2.4 以下のバージョン）でバックアップし

たデータを、簡易入力システム Ver2.5 にリストアできます。 

リストアによって古い様式のデータに置き換わります。そのため、簡易入力システム

Ver2.5 起動時に、データを最新の様式に変換する処理が発生します。変換処理後、

簡易入力システム Ver2.5 を利用することができます。 

 

 
 

 

・・・過去のバージョンの簡易入力システムをアンインストールしてしまったが、

過去のバージョンの簡易入力システムが入手できない 

 

 
簡易入力システム Ver2.5 のインストールには、過去のバージョンの簡易入力システ

ムの事前インストールは必要ありません。 

そのため電子請求受付システムの【ダウンロード】画面より、簡易入力システム

Ver2.5 をダウンロードし、インストールしてください。 

また、過去のバージョンの簡易入力システムをアンインストールしても、データはパソ

コンから削除されていませんので、簡易入力システム Ver2.5 のインストールを行うこと

により、過去のバージョンの簡易入力システムのデータを使用することができます。 

アンインストール前と同じインストール先にインストールすることにより、アンインストー

ル前のデータを引き続き使用することができます。アンインストール前とインストール先

が異なる場合は、過去のバージョンの簡易入力システムのデータは使用できません。 

 

・・・ 

・・・ 
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8. 問い合わせ 
■国保中央会電子請求ヘルプデスクへお問い合わせの前に・・・ 

 
① 各マニュアル記載のトラブルシューティングを確認してください。 

② 電子請求受付システムの【ＦＡＱ】画面の内容を確認してください。 

③ 上記の確認を行っても解決しない場合は、「国保中央会電子請求へルプデスク」へ 

お問い合わせください。 

 
お問い合わせ先については、電子請求受付システムの【ＦＡＱ】画面に掲載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※毎月１～１０日は、大変電話がつながりにくくなることが予測されますので、E-mail、FAX でのお問い合わせ

にご協力をお願いします。 

 
※回答をスムーズに行うために、お問い合わせの際は、事前に問い合わせ票の内容をご確認のうえ、お問い

合わせいただきますようお願いします。 

 
※問い合わせ票は、【ＦＡＱ】画面よりダウンロードできます。 

[土・日・祝日の受付は行いません。] 

※各受付時間内の１２：００～１３：００は、電話による受付を行いません。 

   平日  １０：００～１７：００ 

請求期間以外(毎月１１日～月末)の受付時間 

   [日・祝日の受付は行いません。] 

   平日  １０：００～１９：００ 

   土曜日  １０：００～１７：００ 

請求期間(毎月１～１０日)の受付時間 

FAX：０３－５９１１－１５９９ 

 
≪受付時間≫ 

※問い合わせ票に必要事項を記入のうえ、メールに添付してください。 

 
TEL：０３－５９１１－１５５９ 

国保中央会電子請求ヘルプデスク 

 
E-mail：mail@e-seikyuu-help.jp 

 
■お問い合わせ先■ 
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